
平 成 ２１年 度 流 山 市 水 道 事 業 報 告 書  
 

１． 概   況  

 

（１）総 括 事 項  

わが国 の社 会 経 済 は、依 然 として厳 しい状 況 にあり、先 行 きが不 透 明 となっている。 

このような情 勢 の中 、節 水 意 識 の定 着 、節 水 機 能 を有 する洗 濯 機 等 の電 化 製 品 の普

及 などにより、一 人 当 たりの一 日 平 均 給 水 量 は減 少 の傾 向 にあり、これに伴 い給 水 収 益

が前 年 度 に比 較 して減 少 となった。 

 今 年 度 の年 間 給 水 量 は１６，８４６，８８０立 方 メートルで、前 年 度 比 １２４，２３０立 方 メート

ル（０．７４パーセント）増 となっている。年 間 有 収 水 量 は１５，７８６，８２２立 方 メートルで、前

年 度 比 ２１，６６７立 方 メートル（０．１４パーセント）の微 増 となった。 

 事 業 経 営 面 においては、検 針 から収 納 に至 る一 連 の業 務 を包 括 的 に民 間 委 託 し、 水

道 水 需 要 者 のサービス向 上 に寄 与 するほか、浄 水 場 の運 転 管 理 についても包 括 的 に民

間 委 託 し、おおたかの森 浄 水 場 で市 内 ４浄 水 場 を集 中 管 理 するなど、より効 率 的 な事 業

経 営 に努 めた。 

 

（建 設 事 業 ） 

 流 山 市 水 道 事 業 基 本 計 画 及 び第 ６次 拡 張 計 画 に基 づき、既 設 浄 水 場 更 新 事 業 を推

進 するとともに、導 水 管 の改 良 や各 浄 水 場 の修 繕 を実 施 したほか、配 水 管 の改 良 、拡 張

工 事 を実 施 した。 

 既 設 浄 水 場 更 新 事 業 については、平 成 １９年 度 から平 成 ２４年 度 までの６か年 継 続 事 業

として行 っている江 戸 川 台 浄 水 場 更 新 事 業 のうち、平 成 ２０年 度 から平 成 ２２年 度 までの

期 間 で実 施 している配 水 池 築 造 工 事 を推 進 した。また、導 水 管 改 良 については、江 戸 川

台 浄 水 場 系 の導 水 管 改 良 工 事 ２件 を実 施 し、耐 震 性 の強 化 を図 った。 

 一 方 、配 水 施 設 整 備 事 業 としては、給 水 区 域 の安 定 給 水 と水 圧 を確 保 するため、配 水

管 の大 口 径 への変 更 と、塩 化 ビニル管 等 を、地 震 に強 いダクタイル鋳 鉄 管 や水 道 配 水 用

ポリエチレン管 に改 良 する配 水 管 改 良 工 事 １０件 、延 長 にして４，２８５．３メートルを布 設 し

たほか、舗 装 本 復 旧 工 事 ５件 、面 積 にして２６，０２９.１平 方 メートルを舗 装 した。また、安

定 した水 供 給 及 び未 給 水 区 域 の解 消 を図 るため、配 水 管 拡 張 工 事 ２件 、延 長 にして９９

６．３メートルを布 設 した。さらに、つくばエクスプレス沿 線 整 備 事 業 に係 る配 水 管 拡 張 工 事

として、新 市 街 地 地 区 、運 動 公 園 周 辺 地 区 及 び西 平 井 ・鰭 ヶ崎 地 区 において拡 張 工 事

７件 、延 長 にして１０，０２７．８メートルを布 設 した。 

 このほか、北 、中 野 久 木 及 び平 方 地 先 において配 水 管 の機 能 低 下 や汚 れの発 生 を防

ぐため、延 長 ５，０３３メートルの管 洗 浄 を行 い、配 水 管 の更 生 を図 った。 



 既 設 浄 水 場 の維 持 修 繕 については、①東 部 ・江 戸 川 台 浄 水 場 ３号 ろ過 機 修 繕 、②江

戸 川 台 浄 水 場 ６号 配 水 ポンプ他 修 繕 等 を実 施 して、飲 用 水 の安 定 供 給 を図 った。また、

平 成 １８年 度 から導 入 した運 転 管 理 、薬 品 調 達 管 理 、設 備 点 検 及 び小 規 模 修 繕 等 を包

括 的 に民 間 委 託 する浄 水 場 運 転 管 理 等 業 務 については、既 契 約 が平 成 ２０年 度 で期 間

満 了 となったことから、平 成 ２５年 度 までの債 務 負 担 行 為 を設 定 して新 たに契 約 を締 結 し、

引 き続 き省 力 化 とコスト縮 減 を図 っている。 

 

（業 務 の状 況 ） 

 本 年 度 末 の給 水 人 口 は１５９，２５６人 で、前 年 度 に比 べ２，９２８人 増 加 し、給 水 普 及 率

は９８．５２パーセントとなり、前 年 度 に比 べ０．０５ポイント増 加 した。 

 年 間 有 収 水 量 は１５，７８６，８２２立 方 メートルとなり、前 年 度 に比 べ２１，６６７立 方 メート

ルの増 となった。 

 平 成 ２１年 度 の水 道 料 金 等 の不 納 欠 損 金 処 理 は１，４０２件  ５，８１３，９１８円 で、前 年

度 と比 較 して４４件 、金 額 では９１４，９４１円 の減 となった。 

 このほか、給 水 申 込 納 付 金 の調 定 状 況 については、１，８３７件  ４４３，５０９，５００円 、臨

時 給 水 については、２１２件  ５，００６，６７７円 となっている。 

 

（経 理 の状 況 ） 

 収 益 的 収 入 は３，５０４，０４５，４１９円 で、前 年 度 に比 べ８０，９１７，３００円 の減 収 となっ

た。この主 な要 因 は、景 気 の低 迷 などの影 響 により収 益 的 収 入 の大 宗 を占 める給 水 収 益

が４年 ぶりに減 少 したほか、給 水 申 込 納 付 金 等 の減 少 によるものである。 

 一 方 、収 益 的 支 出 は３，２４８，２８１，８８４円 で、前 年 度 と比 べ６５，８６８，１０９円 の減 額

となった。この主 な要 因 は、税 務 署 へ支 払 うべき消 費 税 及 び地 方 消 費 税 などが増 加 となっ

たものの、資 産 減 耗 費 が減 少 したことによるものである。 

 このような経 理 状 況 の中 で、本 年 度 の損 益 は、税 抜 きによる収 益 的 収 入 が３，３３８，４６３，

０９７円 、収 益 的 支 出 が３，１０６，１０２，１８８円 であることから、差 引 ２３２，３６０，９０９円 の

純 利 益 を計 上 することができた。 

 資 本 的 収 入 は３０１，２１２，９００円 で、前 年 度 に比 べ７９６，８２１，１３５円 の減 額 となって

いる。その主 な要 因 は、企 業 債 が減 額 となったことによるものである。 

 このほか、資 本 的 収 入 の工 事 負 担 金 ２６９，９０７，９００円 は、資 本 的 支 出 のつくばエクス

プレス沿 線 整 備 事 業 費 に充 てるため、独 立 行 政 法 人 都 市 再 生 機 構 、千 葉 県 及 び流 山

市 の各 区 画 整 理 施 行 者 との協 定 に基 づき納 付 されたものである。 

 一 方 、資 本 的 支 出 は９６７，６４７，８７４円 で、前 年 度 に比 べ９５８，５４５，５９４円 の減 額 と

なっている。その主 な要 因 は、前 年 度 において西 平 井 浄 水 場 の更 新 事 業 の完 成 による大

幅 な建 設 改 良 費 の増 加 があった反 動 によるものである。 



（２）議 会 議 決 事 項  

議 案  

番 号  
件             名  提 出 年 月 日  議 決 年 月 日

議 案  

第 66 号  

平 成 ２０年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 決 算 認 定

について 
H21.  9 .  3  H21.10.  2  

議 案  

第 78 号  

平 成 ２１年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算

（第 １号 ） 
H21.11.19 H21.11.19 

議 案  

第 92 号  

平 成 ２１年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算

（第 ２号 ） 
H21.12.  3  H21.12.22 

議 案  

第 20 号  
平 成 ２２年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 予 算  H22.  2 .18  H22.  3 .23  

議 案  

第 23 号  

平 成 ２１年 度 流 山 市 水 道 事 業 会 計 補 正 予 算

（第 ３号 ） 
H22.  2 .18 H22.  3 .23 

 

 

（３）職 員 に関 する事 項  

職    種  
平 成 ２２年 ３月 ３１日  

現 在 の職 員 数 （人 ） 

平 成 ２１年 ３月 ３１日  

現 在 の職 員 数 （人 ） 

増 減  

（人）

事 務 職 員  １４       １６        △２  

技 術 職 員  １１       １０        １   

そ の 他 職 員  ０       ０         ０   

合 計  ２５       ２６        △１  

 


